
  歯っぴーだより H24.５月号 

                                     担当：歯科衛生士 篠原 

「虫歯になりやすい人なりにくい人②」      

今月号では、虫歯との深い関わりのある、唾液と間食の回数

についてお話しさせて頂きます。 

食事をすると、虫歯菌は糖を材料に酸を出し歯を溶かしはじめ

ます。（これが虫歯のはじまりで脱灰
だっかい

といいます。）  

唾液の成分には脱灰した部分を修復（再石灰化）してくれる作

用があります。（唾液の緩衝能）この唾液の緩衝能の強さに個人

差がありますので、ここで虫歯になりやすい人、なりにくい人に

分かれます。食べていない時に歯は唾液によって修復されます。 

次の図を見てください。歯の脱灰と再石灰化のバランスが崩れ

ることで虫歯はつくられてしまうのです！      

 

ダラダラ食べていると脱灰して

いる頻度が多くなり、虫歯になり

やすくなります！ 



また、唾液には歯についた汚れを洗い流してくれる作用もあり

ますので、唾液の量も非常に大事になります。 

以上、唾液に関してのまとめです。 

①唾液の緩衝能の個人差により、虫歯のなりやすさは変わる。 

②唾液の量に関しても、虫歯のなりやすさは変わる。 

③ダラダラ食べていると唾液の修復が追いつかず虫歯になりや 

すい。 

4，5 月号では虫歯になりやすい人、なりにくい人に関して書か

せて頂きました。来月号はそれぞれのリスクへの対処法に関し

ましてお伝えいたします（＾＾） 
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